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１ . はじめに

　島根県の出雲大社神こ殿などのコンクリートの外壁

には，表面に凹凸があり , 骨材が露出した仕上げ方

法が用いられている. このような仕上げ方法を“骨材

露出仕上げ”といい, コンクリート表面仕上げの一つ

として使用されている. しかし, 建築の分野の既往の

研究報告において, コンクリート表面の仕上げの特徴

や施工における留意点および施工後の評価は報告され

ている例えば 1） ものの, 骨材露出仕上げを施すときの詳

細な施工方法, 仕上げを施す母材コンクリートの耐久

性能および調合条件を明記した報告は見当たらない.

　そこで, 本研究は, 各種骨材露出仕上げを施したコ

ンクリートの表面性状を明らかにするために実験的な

検討を行った. ここでは, 各種骨材露出仕上げを施し

たコンクリート表面における表面粗さ, 透水量および

中性化深さについて検討した結果を述べる .

２ . 検討項目

　本研究における検討項目を Table 1. に示す. 本研究

は,シリーズⅠにおいて,W/Cの影響を検討し,シリー

ズⅡにおいて , 加工時期の影響を検討した . コンク

リート表面の各種骨材露出仕上げを Table 2. に示す.
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Figure 1. Measurement po-
sition of surface roughness

Table 1. Items to consider in this experiment

骨材露出仕上げは打放しコンクリートの表面を加工す

る仕上げ方法であり, はつり, びしゃん, 小叩き, 研

磨および洗出しなどのようにいろいろな種類がある.

これは , 主に使用する道具および仕上がりの状態に

よって判別され,本実験は, その中から, はつり,び

しゃん , 小叩きおよび研磨について検討した . また ,

比較のため加工無しのものも検討した .

３. 実験概要

　検討項目は, 表面粗さ, 透水量および中性化深さと

し , それぞれ当該 JIS に準じて測定した. 表面粗さお

よび透水量の試験材齢は 28 日とした.また,中性化深

さは促進期間を 1,4および 8週として,W/C=45%,加工

時期 2 日後のみ行った .

　表面粗さは,レーザー変位計を用いて Figure 1. に示

す位置にて供試体側面の長辺方向に 20mm ごとの間隔

で 4 本とり,その基準長さ 50mm とした 7 箇所の計 28

箇所で測定した .表面粗さの検討は,JIS B 0601 より

基準長さ L における輪郭曲線要素の山高さ Zp の最大

値と谷深さ Zvの最大の和（以降,最大変位と称す）お

よび算術平均粗さRa

を用いた2).　
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Study contents
W/C
（％）

Removal/Processing
（Days）

Type of exposed
Aggregate finish

Consideration item

Series 1
Influence of W/C

35,45,55 2

Chipping，Bush
hammering
Scaling，Polishing
No Processing

Surface roughness
Water permeability
Neutralization depth*

Series 2
Influence of processing time

45 2,5,7
Chipping，Bush
hammering
Scaling，Polishing

Surface roughness
Water permeability

*W/C=45%only
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４ . 結果および考察

(1)シリーズⅠ

　各種骨材露出仕上げの最

大変位および算術平均粗さ

を Figure 2. に示す.最大変

位および算術平均粗さは ,

加工無し,研磨,小叩き,び

しゃん , はつりの順に大き

くなった.また,W/Cが最大

変位および算術平均粗さに

及ぼす影響は見られなかっ

た. これは, 仕上げ終了の判

断を目視により行ったため,

同じ仕上げを施したコンク

リートであれば,W/C を変化させても表面粗さに違い

は生じなかったものと仮定している. また, 仕上げを

施した作業者に作業性アンケートを実施したところ,

同じ仕上げにおいて , 作業性は W/C よりも仕上げの

種類によって大きく変わるという結果が得られた .

　算術平均粗さと透水量の関係を Figure 3. に示す.透

水量は,W/C が小さいほど少なくなる傾向を示し, 算

術平均粗さが大きいほど多くなる傾向を示した .　

　算術平均粗さと中性化深さの関係を Figure 4. に示す

. 中性化深さは, 算術平均粗さが大きいほど大きくな

る傾向を示した .

（2)シリーズⅡ

　各種骨材露出仕上げの最大変位および算術平均粗さ
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を Figure 5. に示す. 最大変位および算術平均粗さは,

研磨 , 小叩き, びしゃん, はつりの順に大きくなった

. これは, シリーズⅠで述べたのと同様に仕上げ終了

の判断を目視により行ったためと仮定している .

　算術平均粗さと透水量の関係を Figure 6. に示す.透

水量は, 算術平均粗さが大きいほど多くなる傾向を示

し , 加工時期が遅いほど少なくなる傾向を示した .

５． まとめ

　本研究では , 各種骨材露出仕上げを施したコンク

リートの透水量および中性化深さは, 両方とも表面粗

さによって大きく変化することを明らかにした. これ

より, 骨材露出仕上げは使用状況に応じてコンクリー

トの耐久性を考慮する必要があると思われる .
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Figure 2. Maximum displacement and Arithmetic mean
rourhness of Exposed Aggregate Finishes:series 1

Figure 3. Relationship between arthmetic average roughness
and water permeability

Figure 5. Maximum displacement and Arithmetic mean
rourhness of Exposed Aggregate Finishes:series 2

Figure 6. Relationship between arthmetic average roughness
and water permeability

Figure 4. Relationship
between arthmetic aver-
a ge  r o u gh n e s s  a n d
Neutralization depth
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